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◆ 2014年 6月の循環研セミナー ◆ 

「海外サスティナビリティ事情」 
今回は循環研理事の後藤貴昌氏と槌屋治紀氏がそれぞれブータンとアブダビにおけるサスティナ

ビリティ事情について視察報告をいたします。 

 

「ブータン サスティナビリティ事情」  後藤 貴昌氏  
ー今年の 2月に 10日間「ブータン南麓・奇跡の谷ＷＷＦ会員ツアー」に参加し現地視察を行ってきました。

ＧＮＨ（国民総幸福量）で有名なブータンの「サステナビリティ社会と幸福」について報告いたします。 

 

【講師プロフィール】 後藤 貴昌（ごとう たかまさ）氏 

1980年東京大学農学部(森林風致計画学)卒業後(株)電通入社、ノースウェスタン大学ケロッグ経営大学院

社費留学、英国国立ウェールズ大学ＭＢＡ取得後、電通総研サステナビリティ研究部部長を経て、2011 年電

通を早期退職し、サステナブル経営研究所設立。現在は（株）ノルド社会環境研究所・研究顧問、NPO 循環型

社会研究会理事、上智大学大学院・千葉商科大学非常勤講師を兼務、法政大学大学院公共政策学博士後

期課程 3年。環境カウンセラー、環境プランナーER、エコアクション 21審査人、中小企業診断士ほか 

 

「アブダビ サスティナビリティウィーク」  槌屋 治紀氏 
ー1 月にアブダビ首長国でサステナビリティーウイークがあり、ザイード未来エネルギー賞、世
界未来エネルギーサミットなどが行われました。マスダールシテイの見学も含めてその報告をい
たします。 
 

【講師プロフィール】 槌屋 治紀（つちや はるき）氏 

東京大学工学部機械工学科、同大学院博士課程修了。工学博士、システム工学専攻。1979年(株)システム

技術研究所を設 立。電子ブックの開発、太陽電池コストの学習曲線による分析、持続可能なエネルギーシス

テムの研究を行っている。2010 年より太陽光発電の技術者を養成 する京都エコエネルギー学院・学院長を務

める。IPCC報告書の作成に協力し、2007年 IPCCのノーベル平和賞受賞に際しては協力証書を授与された。  

 

開 催 日：2014年 6月 4日（水） 

開催時間：17：00～18：30（開場：16：45～） 

会 場：サティスファクトリーインターナショナル 

住 所：東京都中央区八丁堀３－１２－８  

 八丁堀 SFビル（右図参照） 

参 加 費 ：会員：無料、非会員：1000円 
☆お申込み／お問い合せ先☆ 

NPO法人循環型社会研究会 事務局 

電 話 番 号 ：03-6693-0729 

F A X 番 号 ：03-5542-5303 

E - M a i l ：junkan@sfinter.com 

ホームページ：http://junkanken.com/ 
〒104-0032 東京都中央区八丁堀 3-12-8八丁堀 SFビル 

 
 
 

FAXでの申し込み 03-5542-5303 

氏 名
フリガナ
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住 所： 〒                                                                年齢：     歳 
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